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印刷 （fり北斗オフセ‘ト 

市 の 人 口 
	

男 25,538人 
	

世 帯 数 	14,702 

	

52.848人 女 27,310人 
	

（昭和58年11月1日現在）住民基本台帳から 

絵
は
「
住
み
よ
い

環
境
を

つ
く
る
児

童
、

生
徒
作

品
展
」
で
 

特
別
賞
を

受
け
た
五

一
中
二
年
生
木

村
仁
美
さ
ん
の

作
品
「

わ
 

ら
焼
き
反
対

」
で

す
。
 

稲
わ
ら
で
堆
肥
を

つ
く
り
、

良
質
米

の
生
産
に

励
み
た
い
も
 

の
で
す
。
 

   

、 

' 

雁
慶
一覆
餐
懸
影
薩
麓
舞
誓」
誓
 



ノ
 

◇案 内 図◇ 

見
学
の
こ
案
内
 

■

開
館
時
問
 

前
九
時
 

晶
校
・
大
一
 

」
浅
四
時
ュ
ーh【

 

ー
円
 

●

休
館
日
 
月
曜
日
、
祝
 

替
 」
与”
講臓
 

叫「
 
に
 
目
四
目
 

「一
 ・
入
館
料
 
小

・
中
；
I
「
 

h
~
H

ー
「
川L
り
 

の
団
体
料
金
で

→
 

十
一
月
四
日
一
祝
目
の
翌
 

日
】
は
「
開
館
二
ま
ー
 
／
 

カ 
’般 
J 

内 白 
【土円 

II  

算 

広報ごしょがわら 

一
 

市
内
湊
に
一
億
六
千
万
円
を

か
け
建
設
を
す
す
め

て
い
た
、
 

「歴
史
民
俗
資
料
館
」
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
十

一
月
三
日
午

後
一
時
か
ら
一
般
に
公

開
さ
れ

ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
 
 

し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
資
料
館
は
、
五
所
川
原

市
の
自
然
、
文
化
、
産
業
等

の

資
料
を
展
示
し
、
郷
土
の
歴
史

を
知
ろ
う
と
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
 
「生
活
」
、
 
「歴
史
」
、
 

「考
古
」
等
の
コ

ー
ナ
ー
が
設
 
 

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

国
の
重
要
文
化
財
「

旧
平
山

家
」
が
隣
接
地
に
あ
り
ま
す
の

で
、
同
住
宅
も
併
せ

て
見
学
で

き
ま
す
。
 

皆
さ
ん
か
ら
、
資
料
の
提
供
 

（
寄贈
、
寄
託
、
借
用
）
を
お
 
 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

■

名
称
 
五
所
川
原
市
歴
史

民
俗
資
料
館
（
●
⑩
九
五
五
五
）
 

●

地
番
 
五
所
川
原
市
大
字

湊
字
千
鳥

一
〇
二
5

一
 

◇
 

◇
 

◇
 

(554号） ② 

三
日
午
後
か
ら

公
開

一
 

市
税
は
納
期
内
に
完
納
 

市
税
完
納
強
調
期
間
設
置
 

強
調
期
間
 
十
一
月
一
日
5
十
ニ
月
ニ
十
八
日
 

市
で
は
昭
和
五
十
八
年
度
市
税
完
納
強
調
期
間
を
設

け
市
税
の
納
期
内
完
納
の
推
進
、
滞
納
の
速
か
な
解
消

促
進
に
重
点
を
お
く
と
と
も
に
、
納
税
意
欲
の
偏
揚
を

図
り
収
納
率
の
向
上
を
期
し
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
も
ま
た
強
調
期
間
を
特
別
に
設
け
、
市
税
完
納
、
 

滞
納
整
理
を
強
力
に
推
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
市
民
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

滞
納
の
早
期
解消
を
 

×
 

市
出
稼
対
策
係
で
は
、
留
守

家
族
の
不
安
の
解
消
及
び
出
稼

労
働
者
の
安
全
就
労
の
確
保
を

図
る
た
め
、
昭
和
五
十
九
年
一
一

月
（
予
定
）
四
泊
五
日

（
車内

泊
を
含
む
）
の
日
程
で
、
東
京
 
 

都
へ
出
稼
ぎ
留
守
家
族
の
現
地

激
励
訪
問
を
お
こ
な
う
こ
と
に

な
り
、
参
加
者
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
 

定
員
は
四
人
。
参
加
で
き
る

の
は
、
 一
家
族
一
人
で
東
京
都
 

周
辺
で
就
労
し

て
い
る
出
稼
ぎ

者
の
妻
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

交
通
は
大
型
バ
ス
を
利
用
、
 

（往
復
）
し
ま
す
。
 

経
費
は
県
と
市
で
負
担
（
本

人
無
料
）
 

ま
た
、
同
係
で
は
健
康
診
断
 

（無
料
）
の
申
し
込
み
も
お
す

す
め
し
て
お
り
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
市
出
稼
対
策

係
（
胃
⑩
二
一

一
一
番
内
線
一
一

八
二
番
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
 ◇

 

◇
 

◇
 

昭和58年（1983年）11月 1日 

r
 



ニ
等
陸
・
海
・
空
士
 
第
三
次
募
集
 

■

募
集
期
限
 
十
二
月
三
十
  

・
試
験
場
 
五
所
川
原
市
末
 

一
日
ま
t「
 

広
町
二
九
の
四
、

自
衛
隊
青
森
 

●

試
験
日
時
 
募
集
期
間
中
  

地
方
連
絡
部
五
所
川
原
募
集
事

随
時
（
受
付
時
に
通
知
し
ま
す
）
 
務
所
 

     

     

     

     

蔵
醸
鷺
舞
嚢
 

 

嚢 

     

     

     

     

昭
和
五
十
八
年
度
の
「
市
政

懇
談
会
」
が
十
一
月
八
日

（
火
）
 

か
ら
十
五
日
（
火
）
ま
で
の
間

に
、
市
内
山
人
二
場
で
次
の
日
程

で
開
か
れ
ま
す
。
 

一
 

「市
政
懇
談
会
」
に
は
、
市

長
以
F
三
役
を
は
じ
め
、
関
係

各
課
（
か
い
）
長
が
出
席
、
地

域
住
民
と
膝
を
ま
じ
え
直
接
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
、
要
望
を
聴
 

受
給
資
格
 

児
童
手
当
は
、
国
内
に
住
所

を
有
す
る
人
が
、
十
八
歳
未
満

の
児
童
を
三
人
以
上
養
育
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち

一
人
以
上
が

義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
で
あ

る
こ
と
。
 

そ
の
人
の
前
年
（

一
月
か
ら

五
月
ま
で
の
月
分
の
児
童
手
当

に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
収
入

が

一
定
の
額
（
例
え
ば
、
給
与

所
得
者
に

つ
い
て
は
、
六
人
世

帯
の
場
合
三
九

一
万
九
千
円
）
 

に
満
た
な
い
こ
と
。
 

き
、
市
行
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
 

と
す
る
も
の
で
す
。
 

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お

い
 

で
下
さ
い
。
 

懇
談
会
の
日
程
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

▽
十
一
月
八
日

（
火
）
午
前
 

九
時
三
十
分
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

セ
ン
タ
ー
三
好
 

午
後
一
時
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 
 

セ
ン
タ
ー
中
川
 

▽
十
一
月
九
日
（
水
）
午
前
 

九
時
三
十
分
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

セ
ン
タ
ー
七
和
 

午
後
一
時
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

セ
ン
タ
ー
長
橋
 

▽
十
一
月
十
一
日
（
金
）
午
 

前
九
時
三
十
分
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
 

イ
七
ン
タ
ー
松
島
 

午
後
一
時
、
毘
沙
門

・
い
く
 

人
世
帯
の
場
合
五
百
七
十
万
円
）
 

に
満
た
な
い
と
き
は
、
特
例
給

付
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

市
民
各
位
の
格
別

の
ご
協
力

の
も
と
に
建
設
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
公
共
下
水
道
事
業
も
、
 

い
よ
い
よ
明
五
十
九
年
度
か
ら

一
部
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
 

供
用
開
始
の
告
示
と
と
も
に

水
洗
化
排
水
設
備
工
事
の
着
手
 
 

じ
児
童
館
 

▽
十

一
月
十
四
日
（
月
）
午

前
九
時
三
十
分
、
梅
沢
公
民
館
 

午
後
一
時
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
栄
 

▽
十
一
月
十
五
日
（
火
）
午

前
九
時
三
十
分
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
セ
ン
タ

ー
飯
詰
 

午
後
一
時
、
市
中
央
公
民
館
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

支
給
額
 

特
例
給
付

の
額
は
、
児
童
手
 

当
の
場
合
と
同
じ
で
す
。
 

●

お
問
い
合
わ
せ

市
福
祉
事
務
所

・
児
童
係
 

（
●
⑩
」
．
 

・
内
線
一
一
四
 

並
び
に
受
益
者
負
担
金
の
納
付

等
に
、
さ
ら
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

．
下
水
道
課
で
は
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
関
係
町
内
毎
に
次
の
日

程
に
よ
り
説
明
会
を
開
催
す
る
 
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

多
忙
の
お
り
恐
縮
で
す
が
ご
出

席
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

な
お
、
五
十
九
年
度
供
用
開
 
 

始
は
、
各
町
内
と
も

一
部
地
域

と
な
り
ま
す
の
で
、
当
該
関
係

者
に
は
ハ
ガ
キ
で
別
に
ご
通
知

申
し
上
げ
ま
す
。
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支
給
額
 

児
童
手
当
の
額
は
、
 」
人
目

以
降
の
義
務
教
育
終
了
前
の
児

童

一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
、
 

市
民
税
所
得
割
の
額
が
な
い
受

給
者
は
月
額
七
千
円
で
す
。
 

④
特
例
給

付
に
つ
い
て
 

受
給
資
格
 

児
童
手
当
の
受
給
資

格
が
所

得
超
過
に
よ

り
、
手
当
を
受
け

ら
れ
な
い
被
用
者
（
厚
生
年
金

等
に
加
入
し
て
い
る
人
）
に

つ

い
て
は
、
そ
の
人
の
前
年
の
収

入
が

一
定
の
額
（
例
え
ば
、
六
 

、つ
「
t

マ
上
一
】
、、
、

《
、
、
・
！、

《
‘
、
 

J
d

と
ー
フ‘
由
十
・
・
‘J
d

・・
‘
v
《
‘
一
 
一
く
・
し
 

公
共
下
水
道
の
説
明
会
を

開
催
 

説
明
会
々
場
及
び
日
時
 

(
 2
 
階
）
 
 

市

民
文

化
会

館
  

(
 2
 
階
）
 
 

市
民

文
化
会

館
 

三
 
町
 
集
 
会
 
所
 

旭
 
町
 
集
 
会
 
所
 

レ
ス
ト
ラ
ン
藤
吉
郎
 

東
 
町
 
集
 
会
 
所
  

（東
食
堂
）
 
 

中

央
 
集
 
会
 
所
 

錦
 
町
 
集
 
会
 
所
 

カ
ト

リ
ッ

ク
教
会
 

新
 
宮
 
集
 
会
，
所
 

森
 

の
 
家
 

 

A
A
 

場
 

法
人

・
宗
教
法
人
 

区
域
外
・
共
有
・
納
管
人
 

本
町
 

寺
町
・
岩
木町
・
川
端
町
 

敷
島
町

・
雛
田
 

旭
町
 

大
町
 

東
町

・
布
屋
町
 

平
井
町

・
中
平
井
町

柏
原
町

・
上
平
井
町
 

幾
島
町
・
錦
町
 

末
広
町
 

新
宮
町

・
芭
蕉
 

新
宮
字
岡
田
・
新
宮字
松
本
 

若
葉
3
丁
目
 

若
葉
2
丁
目
 

若
葉
1
丁
目
 

参
 

集
 
範
 

囲
  

11n30A

13
時 

11月
29
A 18時30

分 

11月28日

19
時 

11n25A

19
時 

11月24H18
時
30
分 

11月
22
日 18時30

分 

11月21日

19
時 

1
1月
1
8A
1
9時
  

1
1月
1
7日
1
9時
  

11月14日

19
時 

11n11A

19
時 

11月10H

19
時 

11月8日

119
時 

11n9日

19
時 

11月7日

19
時 

日
 
時
 



参加サークル＆催しものくサフ体育館〉 

18: 00-18 : 20 開会行事 テープカノト 

18 : 30-19 :20 吹奏楽コンサート 

（吹奏楽愛好会） 

19 : 3O---21 : 30 チャリティダンスパーティ 
（ダンスサークル） 

11月 5 日 

11月 6 日 	作品展示 	10 : O0--15 】 00 
ii: oo~ii 】 30 教養講座 

13【 30--14 】 30 小林寺演武 
★喫茶「はっぴい」 コーヒーetc 

10 : 001~is : 00 
★野外模擬店（おしるこ・焼そば・おでん他） 

10 : 00-15 : 00 
軟式テニス、バドミントン、硬式テニス 

★チャリティバザ- 	10:00-15:00 
★組ひも実演（着付教室） 	10 : 00-15 】 00 
★お茶会（紅葉会） 	 11 】 00-14 : 30 

★喫茶「はっぴい」コーヒーetc 18: 0O---21 : 20 

8
8
 

1
1
 

（泥 窯 師） ☆絵画（絵画教室） 

（手 芸 教 室） ☆生花（生花教室） 

（レタリング教室） 

作
 
作 。。 展 示 

ぎ 
☆レタリング 

）第5回ホームフェスティバルく 
プ ロ グ ラ ム 

十
二
月
一
日
現
在
で
、
昭
和

五
十
八
年
の
住
宅
需
要
実
態
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
五
年
ご
と
に

実
施
さ
れ
、
県
内
の
普
通
世
帯

の
住
宅
困
窮
の
実
態
、
住
宅
及

び
そ
の
ま
わ
り
の
住
環
境
に
対

す
る
感
じ
方
、
住
宅
改
善
計
画

の
有
無
と
内
容
、
住
も
建
設
又

は
住
替
え
の
実
態
等
を
把
握
す

る
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
六
十

一

年
度
か
ら
始
ま
る
第
五
期
住
宅
 
 

建
設
五
カ
年
計
画
の
基
礎
資
料

と
す
る
も
の
で
す
。
 

当
市
の
調
査
対
象
は
、
お
よ

そ
五
百
六
十
余
世
帯
で
す
。
調

査
員
が
十
一
月
二
十
四
日
か
ら

十

一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ

た
事
柄
は
、
第
五
期
住
宅
建
設

計
画
の
資
料
を
作
る
た
め
だ
け

に
使
う
も
の
で
す
か
ら
、
ど
う
 
 

か
あ
り
の
ま
ま
ご
記
入
下
さ
る
 
二
一
一

一
・
内
線
三
一
八

・
三

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

一
九
）
又
は
、
市
社
会
課
住
宅

お
間
い
合
わ
せ
は
、
市
総
務
 
係
（

胃
⑩
二
一
一
一
脚
・
内
線

課
企
画
室
統
計
調
査
係
（

骨
⑩
 
二
六

三
番
）
へ
。
 

響

末
灘
賢
の
難
欝
轟
 

国
民
金
融
公
庫
で
は
士
月
一
 
年

末
商
品
の
仕
入
資
金
、
買

日
か
ら
年
末
融
資
の
お
取
り
扱
 
掛
・
手

形
決
済
資
金
、
ボ
ー
ナ

い
を
は
じ
め
ま
し
た
。
 

ス
資
金
な
ど
を
必
要
と
す
る
方

今
年
は
農
作
物
の
作
柄
が
良
 
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

い
こ
と
か
ら
、
景
況
の
見
通
し
 

な
お
、

押
し
つ
ま
り
ま
す
と

が
明
る
く
、
年
末
に
向
け

て
商
 

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
 

況
も
活
発
に
な
る
も
の
と
予
想
 
ご

希
望
の
方
は
お

早
目
に
お
申
 

さ
れ
ま
す
。
 

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 
 

普
通
貸
付
 

貸
付
限
度
 
二

一
〇
〇
万
円

以
内
 

貸
付
期
間
 

運
転
資
金
 
五
年
以
内

設
備
資
金
 
七
年
以
内

貸
付
利
率
 
年
八

・
．
%
 

ご
相
談
は
商
工
会
議
所

・
商

工
会
ま
た
は
国
民
金
融
公
庫
弘

前
支
店
へ
（
廿
〇
一
七
二

堕
ハ

三
〇
三
）
 

明
る
い
町

づ
く
り
に

と
防

犯
灯
贈
る
 

東
北
電
力
五
所

川
原
営
業
所
 

（白
取
正
男
所
長
）
は
十
月
十

七
日
、
市
に
防
犯
灯
六
基
と
電

磁
調
理
器

一
台
を
寄
贈
、
森
田

市
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

秋
の
サ
ー
ビ
ス
旬
間
に
あ
た

り
、
明
る
い
町
づ
く
り
の
一
助

に
と
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

り
柔
道
会
が

市
体
育
 

協
会

に
十
万

円
寄
付
）
 

今
回
の
寄
付
は
五
所
川
原
柔

道
会

（斎
藤
貢
会
長
）
の
創
立

六
十
周
年
記
念
事
業
で
い
た
だ

い
た
寄
付
の
中
か
ら
、
市
の
体

育
協
会
（
増
田
桓
一
会
長
）
に

何
か
の
役
に
立
て
て
も
ら
い
た

い
と
十
月
五
日
、
．十
万
円
が
手

渡
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
事
業
は
九
月
十
八
日
、
 

市
民
体
育
館
に
お

い
て
約
四
百

名
が
出
席
し
て
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
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昭和58年（1983年）11月I日 ⑤
 

勤労青少年ホーム 

色彩豊かな春の花、同時に心も豊かにして

くれます。 

夏は豊富な花材と、いろんな人が集まりま

す。 

秋の花もまた落ち着いた風情があるもので

す。 

文化祭には、皆でワイワイ言いながら展示

します。 

にぎやかで、いつもと違った趣きがありま

す。 

ー
 
清
掃
公
害
課

H
 

h
ミ
の
処
理
の
仕
方
を
、
も
う
一
度
確
か
め
ま
し
ょ
う
 

そ
の
シ
リ
ー
ズ
 
3
  

市
が
収
集
す
る
ゴ

ミ
の
分
別
 

※
燃
え
る
ゴ
ミ
焼
却
場
 

燃
え
な
い
ゴ
ミ
埋
立
地
 

五
所
川
原
市
大
字
高
瀬
字

一
本
柳
一
番
地
 

五
所
川
原
市
大
字
野
里
字
山
ノ
越
二
五
の

一
 

野
 
里
 
不
 
燃
物
埋
立
 

地

西
北
五
衛
生
処
理
組
合
焼
却
場
 

次
回
は
処
分
料
金
等
 

粗大ゴミ 燃えないゴミ 燃えるゴミ 

分
 

別
 

お
り
ま
せ
ん
。
 
 

分
を
お
願
い
し
ま
す
。
 
 

●

市
で
は
こ
の
ゴ
ミ
は
収
集
し
て
 

●

大
型
電
化
製
品
、
タ
タ
ミ
、
タ
ン
ス
等

ゴ
ミ
収
集
業
者
に

依
頼
し
て
処

の
家
具
等
、
自
転
車
、
厨
房
用
具
等
。
 
 

自
ら
埋
立
地
等

に
処
理
す
る
か
、
 
 

原
因
と
な
る
た
め

）
 
 

製
品
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
。
 
 

●

空
缶
、

空
ビ

ン
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
蛍
  

（
ゴ
ム
、
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

光
灯
、

電
気
釜
、

ゴ
ム
、
ビ

ニ
ー
ル

製
品
は

燃
え
ま
す
が
、

大
気
汚
染

の
 

し
た
も

の
。
 
 

（
水
切
り
十
分

の
も
の
）
。
 

 

●

紙
く
ず
、
新
聞
、

雑
誌
、

靴
、
ボ
ロ
 

●

木
、
竹
、
わ
ら
工
品
等
及
び
、
畑
か

し
た
も

の
で
、
五
〇
セ
ン
チ
位
切
断

く
ず
、
残
飯
等
も
含
む
家
庭
厨
介
類

ら
出
る
草
、
キ
ミ
殻
等
は
よ
く
乾
燥
 

ゴ
 

ミ
 
類
 

「
一
 

,
 

554lJ 広報ごしょがわら 

去
る
十
月
二
十
日
黒
石
市
で
 

「第
2
2可
青
森
県
統
計
大
会
」
 

が
開
催
さ
れ
、
永
年
に
わ
た
り

各
種
統
計
調
査

に
従
事
し
統
計

調
査
事
務
に
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
た
方
々
な
ど
に
対
し
、
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

本
市
の
関
係
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
 

〇
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
 

沢
村
節
了
（
労
働
力
調
木
具）
 

〇
通
商
産
業
大
臣
表
彰
 

五
所
川
原
市

（商
業
統
計
調

査
）
 

〇
青
森
県
知
事
表
彰
 

伊
藤
重
雄
、
清
野
巌
、
小
笠

原
勇
、
工
藤
博
男
（
以
上
調

査
員
）
 

〇
青
森
県
統
計
協
会
長
表
彰

千
葉
康
成
、
伊
藤
博
、
高
橋

藤
樹
、
福
間
謙

一
、
今
将
式

荒
谷
修
一
、
木
村
正
衛
、
原

功
、
佐
々
木
茂
樹
（
以
上
調

査
員
）
 

中
川
中
学
校
二
年
藤
森
貴
美
 

「
十・
櫛
引
優
f

・
笠
井
美
希
 

（
青森
県
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
中
っ
十校
の
部
人
賞
）
 
 

五
所
川
原
市

（
青森
県
統
計

協
会
発
行
刊
行
物
頒
布
優
良

団
体
）
 

交
通
事
故
 

巡
回
相
談
所
 

十
．
月
は
次
の
日
程
で
開
設

し
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。
 

●

と
 
き
 
十
一

月
九
日
困
 

二
十
四
日
困
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
 

■

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

別
館
 

■

主
 
催
 
青
森
県
交
通
事

故
相
談
所

・
五
所
川
原
市

・
市

民
相
談
室
 

五

小
、
百
十
年

史
を

発
刊

こ
希
望
の
方
は
お
申
込
み
を
 

し
が
ま
っ
 

五
所
川
原
小
学
校
創
立
百
十

周
年
事
業
実
行
委
員
会
は
こ
の

ほ
ど
、
百
十
年
史
（
A
5
判
、
 

三
百
九
十
四
頁
）
を
発
行
し
ま

し
た
。
卒
業
生
の
方
で
、
百
十

年
史
を
ご
希
望
の
方
は
、
五
所

川
原
小
学
校

へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
 

百
十
年
史
は
、
第

一
章
明
治

期
の
教
育
、
第
二
章
小
学
校
令

改
正
と
大
正
期
の
教
育
、
第
二

章
昭
和
前
期
の
教
育
、
第
四
章

戦
後
の
教
育
、
第
五
章
未
来
を

創
る
百
十
周
年
、
第
六
章
五
小
 

P
T
A

の
足
あ
と
、
第
七
章
年

表
「
五
小
の
あ
ゆ
み
」
、
第
八

章
卒
業
生
、
在
校
生
、
職
員
名

簿
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一
」
 
生
花
教
室
 

県
統
計
大
会
で
 

沢
村
さ
ん
 
に
総
理
大
臣

賞
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児
童
の
申
請
を

次
の
と
お
り
受

け
付
け
し
ま
す
。
 

●

受
付
期
間
 

十
一
月
一
日
、
十
二
月
二
十
 

八
日
ま
で
 

●

受
付
場
所
 

市
福
祉
事
務
所
（
入
所

申
請

用
紙
は
、
当
所
及
び
各
保
育
所
 

（
園
）・
に
あ
り
ま
す
。
）
 

・

対
象
児
童
 

生
後
四
カ
月
以
上
、
就
学
前

ま
で
の
乳
幼
児
で
、
家
庭
保
育

か
出
来
な
い
次
の
①
支
⑥
ま
で

の
事
情
に
あ
る
家
庭
。
 

①
母
親
が
家
庭
以
外
で
仕
事

を
し
て
い
て
、
同
居
の
親
族
、
 

そ
の
他
の
方
も
保
育
出
来
な
い
。
 

⑦
母
親
が
家
庭
内
で
家
事
以

外
の
仕
事
を
し

て
い
て
、
使
用

人
が

い
な
い
家
庭
。
 

⑨
血
叫
が死
亡
、
行
方
不
明
等

の
理
由
に
よ
り
母
が

い
な
い
家

庭
で
、
他
の
方
が
保
育
に
当
た

れ
な
い
。
 

④
母
親
が
出
産
、
病
気
、
心

身
障
害
等

で
、
保
育
が
出
来
な
 

⑤
病
人
、
障
害
者
が
あ
り
、
 

母
親
が
看
護
に
当
た
る
た
め
、
 

保
育
が
出
来
な
い
。
 

（哩
琴
庭
の
災
害

（火
災
、
風
 
 

出
 
等
に
会

L
 来

ー
ミ
”
 

な
 
の
】
 

い
 
た
 
七
 

。
め
、
’
 

水
害
等

）
の
た
め
復
旧
の
間
保
 

育
が
出
来
な
い
。
 

●

添
付
書
類
 

師
前
年
分
源
泉
徴
収
票
、
所
 

得
税
証
明
書
、
五
十
八
年
度
納

税
通
知
書

（
市
民税
、

―
固
定
資

産
税
）
 

回
母
親
が
勤
務
し
て
い
る
場

合
は
、
勤
務
証
明
書
。
 

回
母
親
が
出
産
、
病
気
の
場

合
は
、
母
子
手
帳
ま
た
は
診
断

書
。
 

●

入
所
の
決
定
 

、
己？
て漆

・
 

雲
抱
り
靭
？難
釦
加
ー

，
 
ー
 

家
庭
構
成
の
状
況
、
と
く
に

保
護
者
で
あ
る
母
親
の
労
働
形

態
、
家
庭
環
境
及
び
そ
の
他
の

状
況
を
面
接
、
実
態
調
査
し
、
 

決
定
し
ま
す
。
 

入
所
基
準
に
該
当
す
る
児
童

が
保
育
所

（
園
）
の
定
員
を
こ

え
る
場
合
は
、
そ
の
保
育
を
要

す
る
程
度
の
高
い
も
の
か
ら
定

員
の
範
囲
内
で
順
次
入
所
の
可

否
を
決
定
し
ま
す
。
 

な
お
、
申
請
は
土
曜
日
の
午

後
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
い
 
 

た
ほ
か
は
毎
日
受
け
付
け
し
ま

す
。
 

●

軽
い
心
身
障
害
児
も
受
け
付
 

4
?
 お

お
む
ね
四
歳
以
上
で
、
集
 
 

団
保
育
が
可
能
な
通
園
出
来
る

軽
度
の
心
身
障
害
児
も
受
け
付

け
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
 入
所
保
育
園
は
第

一
さ
つ
 
 

き
保
育
園
で
す
。
 
（
雛
田
）
 

●

詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
福
祉

事
務
所

・
児
童
係
（
胃
⑩
‘
三
一

一
一
一
番
、
内
線
二
四
三
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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り 

II鷺 
灘鶏 
1-B'5'羅 

露慧
麟響ソ 

復 Iり 
旧 ぐ 

Q) 郵 

倒
八

昭
和

5
9年度
 

香
典
返
し

で
十
万

円

寄

付
 
布

屋
町
の
小
山
内
さ
ん
 

市
内
布
屋
町
の
小
山
内
有
義
 

先
き
に
亡
く
な
っ
た
叔
母
の

さ
ん
は
十
月
十
九
日
、
社
会
福
 
小

山
内
ち
と
せ
さ
ん
の
香
典
返

祉
事
業
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
 
し

で
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

市
に
十
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

篇姦議曹賛警罷一，―二 

”年版 県民手帳 

頒価300円 

編集 青森県企画部統計課 
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規格 15.Oc皿×8. 5cm最上手帳用紙使用 

装丁 極上ビニールクロス表紙（小口金箔塗） 

構成 日記編 106頁 資料編 86頁（別冊住所録付） 

使いやすさ、見やすさ、便利さ、かっこよさをトコト 

ン追求した目記式手帳の決定版！! 

保育所（園）名 所在地 定員 

1 五所川原保育園 柳 	町 90 

若 葉 保 育 園 飯 	詰 60 

三 好 保 育 所 鶴 	ケ 	岡 60 

さ か え 保 育 園 湊 60 

藻 川 保 育 園 藻 60 

まっしま団地保育園 松 島 町 90 

中 川 保 育 所 ー
 l

 
U
 

 
60 

七 和 保 育 園 羽 野 木 沢 60 

か ま や 保 育 園 鎌 谷 町 60 

津軽野 保育園 米 	田 90 

梅 田 保 育 園 梅 	田 90 

第一さっき保育園 雛 	田 90 

さ く ら 保 育 園 蓮沼（平和町） 60 

新宮団地保育園 若葉（新宮団地） 60 

第二さっき保育園 下 平 井 町 60 

長 橋 保 育 園 神 	山 60 

な お み 保 育 園 み ど り 町 60 

たかたて保育園 飯 	詰 60 

r
 

' 



稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た

十
月
十
八
日
、
森
田
市
長
は
浅

井
、
石
岡
、
桜
田
の
各
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
と
三
好
地
区
を
訪
問

し
、
稲
刈
り
の
状
況
や
良
質
米

の
生
産
等
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

各
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
フ
ル

活
動
し
て
お
り
、
続
々
と
米
が

連
び
こ
ま
れ
、
市
長
が
 
「市
民

の
生
活
を
さ
さ
え
る
農
業
の
発
 

展
の
た
め
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
 

と
激
励
し
ま
し
た
。
 

ご
フ
イ
ス

セ
ン

タ
ー
 

を
訪
間
、
激
励

叫
 

恕
・
 

を
表
彰
 

隠
れ

た

功
労
者
 

口
ー
タ
リ
ー
ク
 

五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ーフ

ブ
で
は
十
月
十
二
日
、
市
内
藤

吉
郎
で
約
百
名
が
出
席
し
て
市

内
の
隠
れ
た
功
労
者
に
対
し
、
 

感
謝
状
を
送
っ
て
表
彰
、
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
 

今
回
の
表
彰
は
市
役
所
か
ら

で
、
葬
斎
苑
勤
務
の
保
険
衛
生

課
職
員
秋
田
稔
さ
ん
、
清
掃
公

害
課
職
員
蒔
田
親
さ
ん
他
十
七

名
の
方
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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事故見舞金制度で安心を く出稼き者は全員加入を＞ 

．加入申し込みは 

市・市民相談室（本庁2 階）出稼対策係、各支所の 

窓口で受け付けます。 

申し込みによって「加入者」として登録され‘るほか、 

出稼協会から「加入登録票」が渡されます。 

■掛金は 

1人年間600円です。 

ほかに、県と市町村がI人年間800円ずつ負担します。 

■見舞金受給手続き 

事故に応じて、次の書類を市経由で協会に申請して下

さい。 

なお、 「申請書」 は市・市民相談室の窓口にあります。 

●死亡したとき 

死亡診断書か死体検案書と戸籍謄本。ただし、勤務 

時間内に死亡したときは、さらに雇用主の証明書が必 

要です。 

．傷病のとき 

医師の診断書 

．廃疾のとき 

医師の証明書 

●火災にあったとき 

所轄消防署長の発行した羅災証明書  

■事故見舞金制度とは 

出稼労働者および留守家族のしあわせのために、県と 

市町村がつくった出稼協会で行う互助制度です。 

出稼ぎする方が、みんな加入し、掛金を出し合ってお 

互いに助け合うものです。 

加入した出稼ぎ労働者はいつ、どこで災害にあっても 

見舞金がうけられます。 

■出稼ぎ労働者とは 

1カ月以上1年未満居住地を離れて就労し、就労後、 

居住地に帰る方をいいます。 （県内外の就労を問いませ

ん） 

■見舞金早見表 

種 	類 給 付 額 事 故 ・ 	災 害 の 程 度 

死亡見舞金 
500,000円 勤務時間内に死亡したとき 

200,000円 勤務時間外に死亡したとき 

傷病 見舞金 

別.000円 6 カ月以上休業して治療を要するとき 

60,000円 
3 カ月以上6カ月未満休業して治療を

要するとき 

50,000円 
1カ月以上3カ月未満休業して治療を

要するとき 

不具廃疾見舞金 200,000円 不具廃疾により労働不能となったとき 

火災見舞金 
80,000円 留守宅が半焼以上のとき 

30,000円 就労先の宿舎が全焼したとき 

健康相談日のご利用を 
保健センター 

毎週水‘金曜日午前10時から午後3時まで。 

赤ちゃんからお年寄りめ方まで、どうぞお気軽にお 

いで下さい。 

血圧測定、簡単な尿の検査なども行っています。 
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食
物
が
た
い
へ
ん
豊
富
な
今

日
、
健
康
で
快
適
な
毎
日
を
す

ご
し
て
い
ま
す
か
。
さ
て
、
糖

尿
病
で
長

い
間
悩
ん
で

い
る
人

た
ち
ゃ
糖
尿
病
に
関
心
の
あ
る

人
の
た
め
に
、
市
で
は
糖
尿
病

教
室
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
食
生
活
を
今

一
度

見
な
お
す
良
い
機
会
で
す
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国民年金及び農業者年金の得喪の手続きを 

今年も出稼ぎシーズンとなりましたが、国民年金及び農業

者年金加入者の農家の方が相当数出稼ぎに行くことが予想さ

れますが、出稼ぎ先で会社等の厚生年金などの被用者年金に

加入しますと国民年金の被保険者資格と同時に農業者年金の

被保険者資格が喪失することになります。 

この方々が春とともに出稼ぎ先から帰って農業を始める時

は、再び国民年金と農業者年金に加入しなければなりません。 

国民年金に再加入する場合は出稼ぎ先で発行する被用者年

金加入期間（勤務期間）証明書と印鑑を持参し市役所市民課

窓口へ届出するとともに農業者年金の再加入手続きに必要な 

r  ものは先に市民課で確認していただいた被用者年金加入期間 

（勤務期間）証明書と印鑑を持参し、それぞれの農協へ必ず

提出するようにしてください。 

この被保険者資格の喪失や再加入の手続きをせずにそのま

芸1ま放置しておくと将来年金の受給権がなくなったり、年金額

紙が少なくなったりする原因となりますので以上の点十分留意

の してくださるようお願いします。 

早 ※農業者年金についてのお申し込み、ご相談は 

期 	農業委員会または農業協同組合にお問い合せください。 

配 
布～ーー一ーーーー一’ーーーーー‘ーーー 

一農業煮響糞だcI)三 
国の制度1こ基づく他の年金にみられない高率の国庫補助 

があり安心して加入できる年金です。 

老後のしあわせを守るためにまず加入しましょう！! 

▼農業者年金とは 

農業者年金に加入すると、加入者が老令になって自分の 

後継者や他の農家に経営移譲をして農業経営から引退した 

場合は、経営移譲年金が60歳から終身支給（65歳後は％の 

年金額支給）されます。また、経営移譲しなくても65歳以 

後は農業者老令年金が支給されます。 

なお、不幸にして死亡した方の遺族の方や、資格を喪失 

して年金をやめた方には、死亡一時金、脱退一時金が支給 

されます。 （保険料3年以上納入済の方に限る） 

▼加入できる資格は 

〇当然加入（必ず加入しなければならない方） 

国民年金に加入しており、自分名儀の経営農地面積 

（借入地を含む）が 50アール以上の農業経営主は必ず 

加入しなければなりません。 

⑨任意加入（希望によって加入できる方） 

国民年金に加入している方で、次の①、②、③に該 

当する人は希望によって加入できます。 

①自分名儀の経営農地面積（借入地を含む）が 30ア 

ール以上50アール未満の農業経営主 

② 50アール以上の農業経営主の後継者 

③農業生産法人の構成員 

▼加入手続きを早く 

つぎの方々の届出期限が迫 J ています。 

対 象 年 月 日 加入手続期限 区 	分 

昭和16年11月 2 日～ 
昭和17年1月1日 昭和59年1月末日 農業経営主 

昭和18年11月 2日～ 
昭和18年12月1日 昭和58年11月末日 農業後継者 

昭和18年12月 2 日～ 
昭和19年1月1日 昭和58年12月末日 農業後継者 

加入期限ぎりぎりで加入すると、後で保険料の納め損

いや資格喪失による被保険者期間の不足などのために年

金の受給資格を得られない場合も出てきかねません。早

く加入するほど有利になる仕組みになっていますので、 

加入する資格のある方は、今すぐに農協で手続きをして

ください。 

．つぎのような方は必ず農業者年金に加入しましょう！! 

1.経営移譲を受けた人 

2．若い農業後継者 

＆加入期限の近い人（40歳まで） 

に 

協 
力 
下 
さ 
し、 
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